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概要

隠れマルコフモデル (Hidden Markov Models : HMM) とは時系列データの解析手法の一つで、

観測可能な応答 Yが観測できない潜在状態列 X に依存し、且つ X はマルコフ性を持つ、と仮定す

るモデルである．隠れマルコフモデルは元来、単系列のデータを扱うモデルとして登場したが、2000

年代初頭に ALTMANによりモデルに変量効果を導入した混合隠れマルコフモデル (Mixed Hidden

Markov Models : MHMM)が提案され、反復測定の構造を持つデータへの適用が可能になった。近

年では適用事例が増えつつあるが，長い系列では欠測を完全に避ける事は難しく，その影響の検討は

殆ど行われていないのが実情である．発表では，混合隠れマルコフモデルを用いた解析に於ける欠測

の影響について，MAR/NMAR等の欠測の仮定を踏まえて議論する．
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